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沖縄本島から新らしく記録されるヤシ類の害虫2種

東清二・金城政勝

（琉球大学農学部）

SeiziAZUMAandMasakatsuKINJO：Onthetwoinsectpestsaffectingpalｍｓｏｎｔｈｅ
Okinawalsland，Ryukyus．

スマルク諸島、ソロモン諸島笛ニューヘブリドス，ニ

ューカレドニアに分布することが知られ（Gressitt，

1957)．Cocos沈況cjfcγαココヤシ．Ｌαｵα"ｊａｓＰ･シュ

ロの一種、Ａγｃｃａｃａｵcc〃ピンロウ．Ｐｈｏｃ"砥ｓｐ･ソテ

ツジュロの一種，Mctγｍｙ〃〃ｓａｇ〃サゴヤシ、wasﾉZ‐

i"g/o"jα／jJがcγαワシントンヤシ，ROjﾉstj0"ca

7cgjaダイオウヤシ、EJaeisgzcj"“"ｓｊｓアブラヤシ、

ＳａＭｐαγりげんγαキューパサバルを加害するという

（Lepesme,1947)．特にココヤシを好み，新葉の未展

開部分．すなわち葉の表面を内側にしてたくまれている

が，その間に潜入して食害する（Froggattl936，

Oconnor，1940；Lepesme，1947)．

沖縄では現在のところココヤシのみから採集されてい

るにすぎないが、今後の調査によっては寄主植物の種類

が増加する可能性がある．

形態については記載文献の他にMaulik（1938）や

Lepesme（1947）による卵⑲幼虫，蝿に関するものや

Froggatt（1914)，Gressitt（1957,1960）らの報文

などもあるので，ここでは成虫の形態について簡単にふ

れろ．

成虫は体長8.0～10.0繩、体幅1.6～2.021ｌ211．頭部，中

後胸，腹部は黒色．前胸は黄色で、前縁基部中央に黒色

紋を有し、やや隆起する．その紋と中央部には点刻を欠

く．翅鞘の基部は黄褐色で他は黒色，光沢を有す．点刻

列は前半でＲ，鍵半で10条である．触角は黒褐色．前・

中脚の腿節は黄色，脛節は黄褐色。ふ節の上面は黄褐

色，下面は黄色．後脚は黒褐色で，ふ節下面は黄色を帯

びろ．

沖縄における生活史についてはまだ調査を行っていな

い．従来の分布地における生活史についてはFraggatt

（1914,1936)，FroggattandOConnor（1940)，

Lepesme（1947)，Kalshoven（1951）らが報告してい

ろ．

天敵としてはタマゴヤドリコバチ科のＨａｅｃｈｅＪｉα"α

6γ0"ｔｊｓＰａｅＦｅｒｒ．Ｔγｊｃ"09γα加腕at0jc北α〃α"αZehnt.，

トピコパチ科のOCC"cyγJzZssp.，ヒメコパチ科のＴｅ/γ‐

ａｓﾉﾉc/zzcs6γo"ｔｊｓｐａｅＦｅｒｒ．などがジャワ，セレベス，

はじめに

沖縄においては，1970年頃からヤシ類の栽植が盛んに

なってきた．その苗木は地元で育成したものや．台湾、

フィリピンなど諸外国から輸入したものである．ところ

が最近になってヤシ類の害虫の種類，被害が増加しつつ

あり．緑化運動のブレーキとなっていろ．例えば従来、

南・北大東島からのみ記録されていたＲ"y"choPhoγ"ｓ

/e""gz"ezcsO1ivierヤシオオゾウムシが，1975年12月

に沖縄市で発生が確認されたこと、今日まで被害がめだ

たなかったＯγycresγﾙﾉ"OCBγoz4sLinnaeusタイワンカ

ブトムシが，糸満市の戦跡で生育していたワシントンヤ

シを枯死させたこと（1976年１月）（梅林・野原1976．

那覇植防'情報２２）や沖縄市のヤシでDjocczm"`γα

/γ"”e"〃（Hlbricius）ヨッポシヤシコクゾウが採集さ

れたことなどがあげられろ.

今回、また新らたにＢγo""Spaノo"gjss伽α(Gestro）

とＳ"ａｓ'"ｓｇγe〃"ｓｇγe”"sFabriciusクロポシセ

セリの２種の発生が確認された．ここで今後の調査研究

や防除の参考にでもなればと考え若干の資料を紹介する

ことにした．

本文に先だち調査の材料を提供下さった金城修，小浜

継雄，塚崎摂司の諸氏に対し厚くお礼申しあげろ．また

ヤシ類の同定をして戴いた諸見里秀幸氏に対しても感謝

の意を表する．

１．Ｂγo"/ｊｓＰａＪｏ"gjssj”ａ（Gestro）キムネ

クロナガハムシ（新称）

1978年１月に金城修氏（合資会社沖縄緑地建設）によ

って，嘉手納村砂辺でココヤシを加害中の幼虫，成虫が

発見された．

本種はハムシ科のHispinae亜科に属するがその亜科

の昆虫は南太平洋の諸島では32属150種以上も分布し､そ

この特産面科だともいわれていろ．琉球ではＬｅ”Spa，

Ａｓａｗα"g""α,ＰＪα/yｶｧﾉα,DjcJadjsPaの４属が知られ

ているぐらいで，我が国では新記録の属である．

ジャワ、セレベス、モルッカ諸島、ニューギニア，ピ
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ソロモンから知られている（OConnor，1940)．

２．ｓ"ａｓ/"ｓｇγc”"ｓｇγC”"smbriciu8

クロポシセセリ

色彩は蛎化直後は淡緑色で，羽化前に褐色となる．下頚

は羽端を越えて第５腹節の前縁まで達する．

本虫は台湾．中国（南部），タイ，インド，スリラン

カ，ベトナム，マレイシア，ビルマ及び沖縄（石垣，西

表，竹富、宮古島）から知られていた．

加害植物-1978年２月に琉球大学キャンパス内とその

周辺のヤシ類13種について被害の有無及び被害程度を調

査した結果は第１表のとおりであった．

本種は1973年の６月から９月にかけて．日本新記録種

として石垣島で採集された（中尾、1973；大塚，1973；

松本，1973；坂水，1973）．その後西表島で1973年10月

に（森本，未発表），宮古島で1975年７月に採集され

（砂川他,ユ976），竹富島では1975年９月に採集された

（吉田・望月、1976）．沖縄本島では1977年５月頃から

安謝港周辺や浦添市で発生し初め、同年11月には首里の

琉球大学キャンパス内のヤシ類でも多数の卵，幼虫や蝿

が採集されるようになった．

1978年３月現在，那覇市全域，北は宜野湾市長田、南

は与那原町や豊見城村まで分布域を拡大しており．沖縄

本島全域に拡がるのは時間の問題であろう．

クロポシセセリの沖縄県への侵入は，台湾から輸入し

たヤシ類に付着して人為的に持ち込まれたか，それとも

セセリチョウ科一般にみられるような渡り（飛来）によ

るかは判然としないが，発生が八重山に始まり宮古、沖

縄本島へと次々に侵入していることから渡りによるもの

と考えられろ．

形態については白水（1960）の成虫に関するもの．浜

ら（1974）の幼生期に関するものがあるのでここでは簡

単に記しておく．

成虫一雄の翅表の地色は茶褐色，前翅第２、３室には

白色半透明の２白斑が並(6)ｉこれに続く第１ｂ室の斑紋

はやや黄褐色を帯び，前２班のように半透明ではない．

その他前翅中室端に１個Ｌその外方第６，７室に２個の

小形白色半透明斑が並ぶ．前翅中室端の白斑は個体によ

って消失することがある．後翅表は全く無紋で，裏面は

表面に比べて強く灰色を帯び，淡色．雌では前翅斑紋は

より顕著となり、後翅では中室内に円形～楕円形の顕著

な黒紋があり，その外側に同色の数個の黒紋が並ぶ．

卵一まんじゅう型．側面には上下に走る15～16条の縦

隆起を有する．産下当初の色彩は淡緑色であるが，ふ化

まじかになると赤褐色に変化する．直径約1.5鰄内外．

幼虫一終令幼虫は体長25繩内外．胴部は細長い円筒型

で淡緑色．成熟すると黄白色を帯びてくる．背線は濃緑

色で太く，亜背線はあまりめだたない．気門は黒色．頭

部の地色は淡黄色で前面からみろと上半は頂端に向って

細まる．中縫線の両側に１対の褐色条があり，側縁も褐

色である．

踊一体長20噸内外．細長い円筒形で頭部突起はない．

第１表ヤシ類のクロポシセセリによる被害

種名調査本数被害度備考

本
木
本
木
本
本
本
株
本
株
本
株
本

ｎ
７
８
２
５
３
ｕ
旧
砠
２
皿
３
３

舟卵･幼虫･蝿･羽化殻

舟〃

什〃

什幼虫・踊

十踊

十幼虫・鋪・羽化殻

十一食こんのみ

カナリーヤシ

ワシントンヤシ

シンノウヤシ

シュロチク

コンロン

フェニックスの一種

ピロウ

アレカヤシ

トックリヤシモドキ

クロッグ

ココヤシ

クジャクヤシ

ダイオウヤシ

※枡きわめて多い，什多い，＋中程度，－無

これによって６種のヤシ類を加害することが確認され

たが、被害が極めて多く、各ステージが多数寄生してい

たものはカナリーヤシ．ワシントンヤシで，被害が多い

ものはシンノウヤシ．シュロチクで、被害が中程度のも

のはコンロン、フェニックスの一種であった．これらの

他にピロウで食痕を確認したが鼬幼虫や巣は発見できな

かった．またアレカヤシ、トシクリヤシモドキ、クロッ

グ，ココヤシ，クジャクヤシ．ダイオウヤシの６種では

被害を確認し得なかった．

浜ら（1974）は石垣島において、クジャクヤシに寄生

する幼虫を確認していろ．筆者の１人金城は，1978年５

月に、台湾の墾丁公園と三地門で調査を行い、アレカヤ

シ、トシクリヤシモドキ，シュロチクで本種の幼虫の寄

生を確認していろ．このように地域によって加害植物が

若干異なるが、時期的なものなのか、それとも侵入間も

ないため寄主選択がまだ不安定であるためなのかは判然

としない．

次に室内において12種のヤシ類を用いて飼育を行った

ところ第２表に示すような結果を得た．
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～５日、３令は４～５日、４令は４～５日、５令は６

日、前踊期間は２日．鋪期間は10～11日であることも確

認された．

第２表クロボシセセリ幼虫に対する食草としての

ヤシ類の適否試験成績

種名供試虫傭 考

３．文献

Ｏキムネクロナガハムシ

(1)Froggatt，Ｗ、Ｗ、１９１４AustralasianHispi‐

ｄａｅｏｆｔｈｅＧｅｎｅｒａＢγ0"ｔｊｓＰａａｎｄＰγo〃BCCﾉﾊccα

whichdestroycoconutpalmfronds･Bull・

Ent･Res、５(2)8149～152.

(2)Froggatt．』・L1936Coco-nutpests．Ｎ･

Guin・Agr・Gaz､２(3)：１８～21.

カナリーヤシ

ワシントンヤシ

シンノウヤシ

コンロン

フェニックスの一種

ピロウ

トックリヤシモドキ

クロッグ

アレカヤシ

ココヤシ

クジャクヤシ

ダイオウヤシ

匹０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２

ほとんど羽化
〃

〃

〃

〃

〃

蝿化するが奇型ｶﾇ多く羽化
せず

１頭のみ羽化，ほとんど若
令で死亡

くいつかず死亡
〃

〃

〃

０
０
０
０
０

２
２
２
２
２

(3) anｄＢ．Ａ･OConnerl9401nsects

associatedwiththecoconutpalm．Ｎ・Guin・

Agr:Gaz、６(3)：１６～32.

（４）Gestro，Ｒ、１８８５NoteEntomologiche、２．

MaterialiperlostudiodelleHispidaeMalesie

Papuane．Ａ､､．Ｍus・Civ･Genova、２Z:153-178.

（５）Gressitt,Ｊ､Ｌ､１９５７Hispinebeetlesfromthe

SouthPacific（Coleoptera：Chrysomelidae)．

NovOGuineanewser、８(2)：205～銘４．

（６）－１９６０Papuan-WestPolynesianHispine

beetles・Pac、１，s.ｚ(1)：１～90.

（７）Kalsnoven,Ｌ､Ｇ、Ｅ、１９５１DeDlagenvande

cultuurgewasseninlndonesie．

（８）Ｌａｍｐ.Ｋ・Ｐ、１９７４EconomicEntomologyin

theTroplcs･AcademicPres・London．

（９）Lepesme，Ｐ、１９４７Lesinsectesdes

Palmiers・PaulLechevalier・Paris．

（10）Maullk,Ｓ、１９３８０ｎｔｈｅｓｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆｌａｒｖａｅ

ｏｆｈｉｓｐｍｅｂeetles；Ｖ・ｗｉｔｈａｒｅｖｉｓｉｏｎｏｆｔｈｅ

ＧｅｎｕｓＢγo""sPaSharp・Proc・Zoo1．ＳＯＣ・

Lond．Ｂ、１９３８：４９～71．

（11）０，Connor.Ｂ、Ａ、１９４０Notesonthecoconut

leafHispa，Ｂγ0""Spa／roggatrjSharp･

anditsparasites．Ｎ･Guin・Agr・Gaz、

６（２）：３６～４０．

０クロポシセセリ

(1)大塚聖美１９７３石垣島のクロボシセセリ及びベ

ニモンアゲハ異常型．月刊むし、３１：５４．

(2)坂水健祐１９７３石垣島で採集された未記録種ク

ロポシセセリ．昆虫と自然，８(12）：２

(3)白水陸１９６０原色台湾蝶類大図鑑．保育社．

(4)－１９７５昆虫１．学研．

野外でよく加害されていたワシントンヤシ，カナリヤ

シ，シンノウヤシ、コンロン、フェニックスの一種及び

ピロウではほとんどの個体が成虫まで生育し得た．しか

しその他のヤシで飼育したものは死亡するか、奇型にな

るかして羽化し得たものはクロツグで飼育した１頭のみ

であった．第１表に示した加害植物と第２表の良好な飼

料としてのヤシが一致することから，これらのヤシ類は

今後の寄主植物として注意する必要があろう．

生活史一成虫は午前中に寄主植物の周辺をかなりのス

ピードで飛しようしたり，シロパナセンダングサの花へ

'吸蜜にくる．卵は１個ずつ寄主植物の葉の表面に塵下す

る．産卵は全て展開葉に行い未展開葉には産卵しな
い．

若令幼虫はカナリーヤシの場合には、葉縁に切れこみ

を２カ所に入れ、葉を折り曲げて折目付近に静止してい

る．１令幼虫は折り曲げ部分を糸でつづることはない．

終令近くになると、葉を中肋近くまで切れこみを入れて

折り曲げ，糸でつづり合せる．細い葉のシンノウヤシの

場合には２～３枚の葉を縦につづり合せてその中で静止

している．幼虫は巣より先の方や隣りの葉を食べろ．蝿

化まで４～５枚の葉を食することが観察されている．

蛎化は終令幼虫と同様に葉をつづり合せ、両方の入口

を糸でとぢその中で行う．羽化の際は上方を破って脱出
する．

沖縄における年間１１t代数は数回だと推定されるが．冬

季にあられに会うと若令幼虫は死亡し、老熟幼虫と蝿の

みが生育することが観察された．室内でカナリーヤシを

用いて飼育したところ、１令期間は３～４日、２令は４

クニ
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(5)砂川博秋・浜川睦文・尾本和義１９７６宮古群島

の蝶類．Larva，１０:1～８．

(6)田中洋１９７５石垣島のクロポシセセリはどこか

ら来たか？、月刊むし、５７：２６．

(7)中尾健一郎１９７４石垣島におけるクロポシセセ

リの早い記録．昆虫と自然、９(14)：２～３．

(8)浜洋明・浜田稔・高須賀信悟１９７４沖縄県石垣

島で発生したクロポシセセリ．昆虫と自然、９(2)：

２８～29.

(9)松本正吾１９７３石垣島でクロポシセセリを採

集．月刊むし、３１：５６～5Ｚ

(10）吉田清俊・望月敏広１９７６沖縄島および八重山

群島における蝶類採集報告．月刊むし、６１：２６．

．､o,．～010110,.～OlIlIIo.～`oIIIIo･～OoIllIl･～0011110.～･`IIIlM～,`Ⅱ110．～･'1110',～OlOIlIoo～･OII110,～0ⅡIIIC･～0011100．～0111110.-．01110,.-..`11ルー
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蕊

1．クロポシセセリ幼虫

4．キムネクロナガハムシ成虫

2．同成虫、右は裏側

5．同幼虫によるココヤシの被害

3．同虫による被害ヤシの葉


